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表紙の絵
レーザープラズマチャンネルに信号を伝播させ，センシングに利用するという発想から，レーザー（1.9×10１０W/cm２）でスチロール板上に
平行線プラズマを生成し，マイクロ波（300，600，900 MHz）を導波させた．結果，プラズマ生成後 20 dB を超える伝播利得が得られ，プ
ラズマの導電率の低下に伴って減衰していくことを確認した．（Hirotomo NAKAJIMA et al., Plasma and Fusion Research Vol.2, 012 (2007).
http://www.jspf.or.jp/PFR/）
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